
『みんなで語ろう！大野城ミーティング
　～沿線まちづくりのこれまでとこれからを考える～』

■日時：2020.02.06（木）　
■場所：大野城商工会大ホール
■当日のプログラム
【第１部：勉強会】　18：00 ～ 20：00
　◇趣旨説明、高架事業に関する情報提供
　◇これまでの勉強会の振り返り
　◇意見交換
【第２部：交流会】　20：00 ～ 21：00
■司会：吉田まりえ氏
　　　　（九州の暮らし創造研究所 代表）

　第８回目となる今回の勉強会は、これまでの勉強会の
振り返りや、現在検討中の高架下利用計画について改め
て確認を行い、今年度の締めくくりとなる会となりまし
た。市の職員 15 名を含む合計 34 名の方が参加し、来年
度以降の取り組みや大野城のこれからについて議論を交
わしました。職員・市民が混在するグループをつくりワー
クショップ形式の話し合いを行うことで、フラットな立
場で意見を出し合ったり、参加者同士のまちづくりへの
思いを共有する機会となりました。
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○老若男女集う活気あふれるまち
づくりを目指したい

〇街の中心を自分たちで作りたい
〇自分ができることに携わっていけ
ればと思います

〇いい企画の実現化
〇継続的に関わっていきたい　等

○多世代交流、働く場の誘致
〇沿線まちづくりの対象を市内に
向けるか？市外に向けるか？

〇大勢のいろんな職種の方と意見
交換できてよかった

〇大野城市民による大野城市民の
ためのにぎわいまちづくり　等

お問合せ：福岡県大野城市連立・高架下活用推進室　092-580-1967

　勉強会のはじめに、大野城市
連立・高架下活用推進室より、
高架事業に関して現在公表され
ている内容の概要説明を行い、
改めて情報を共有する機会とな
りました。参加者の皆さんは、
大野城市民として、事業者とし
て、まちづくりにかかわるプレ
イヤーとしてなど、様々な視点
から高架事業と自分の立場を照
らし合わせ、これから変わって
いくまちの姿を想像しながら、
熱心に耳を傾けていました。

　連立高架事業の内容を踏まえ、
「高架下周辺の場所が使えるよう
になったらこんなことやってみ
たい」という内容を、参加者の
皆さんに自由に考えてもらいま
した。参加者の皆さんと市の職
員全員で意見を出し合った結果、
普段から考えているまちの課題
やすでに取り組んでいるまちづ
くり活動、子どもから高齢者ま
でが住みよいまちとなるための
サービスなど、多種多様なアイ
デアが出されました。これらの
アイデアから、『健康』、『文化』、
『集まる』、『ものづくり』、『その
他』の５つのテーマのグループ
がみえてきました。２つ目の作
業では、テーマごとの班に分か
れ意見交換を行い、それぞれの
テーマの内容についてさらに深
堀りし考えてもらいました。

グループでの意見交換の様子

高架下をどのように使ってみたい？ グループ発表を行いました

【勉強会の中で印象に残った言葉、
勉強会の感想】

【高架下周辺のまちづくりへの思い、
  チャレンジしてみたいこと】

　最後に、グループで話し合った
内容を、全体に向けて発表しても
らいました。個人のアイデアだっ
た内容も、グループで共有するこ
とで、具体的なイメージが膨らみ、
eスポーツ、アート、映画上映会、
専門性に特化したコンシェルジュ
など、これまで大野城になかった
ワクワクするようなアイデアが数
多く生まれました。また、『その他』
のグループは、” まちの方向性”
としてまちづくりのビジョンを
テーマに発表を行いました。

事後アンケートの意見
グループ発表の様子

高架事業について再確認

大野城市高架下活用勉強会ニュース

第８回
勉強会


